
平成 27年 2月 

 久 留 米 市 

  

久久留留米米市市ままちち･･ひひとと･･ししごごとと創創生生総総合合戦戦略略[[暫暫定定版版]]  

 

 

１ 位置づけ 

久留米市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下｢総合戦略｣という。）は、まち･

ひと･しごと創生法に基づき、久留米市人口ビジョンを踏まえ、久留米市の「まち・

ひと・しごとの創生｣に向けた目標や施策の基本的方向、具体的な施策をまとめる

ものです。 

この暫定版は、国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略｣を勘案し、久留米市新

総合計画第 3次基本計画及び中期市政運営方針に基づいて策定するものであり、確

定版については、暫定版をもとに、産官学金労等の多様な意見を反映するとともに、

福岡県の総合戦略も勘案の上、平成 27 年度中に策定します。 

 

 

２ 対象期間 

総合戦略の対象期間は、平成 27 年度から平成 31 年度までの 5年間とします。 

 

 

３ 策定にあたっての基本的視点 

  総合戦略の策定に当たっては、久留米市人口ビジョンを踏まえ、次の３つを基

本的視点としています。 

(1) 若い世代の就労と、結婚・妊娠・出産・子育ての希望を実現する 

・若い世代が久留米市で安心して働き、希望どおり結婚・妊娠・出産・子育て

をすることができる社会を実現する 

(2) 東京都や福岡市への人口流出に歯止めをかける 

・久留米市に住み、働き、豊かな生活を送りたい人を増やし、その希望をかな

えられる環境を実現する 

・福岡県南地域の自治体との連携を深め、県南の中核都市として、住みたい、

住み続けられる広域圏域を形成する 
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(3) 人口減少・超高齢社会など時代を見据えた都市を構築する 

・人口の中長期的な展望を踏まえて、機能的・効率的で持続可能な都市基盤を

構築する 

・地域社会を構成する人々が共に支え合い、安全で、安心して住み続けられる

社会を実現する 

 

 

４ 基本目標 

   国の総合戦略が定める政策分野を勘案し、久留米市の実情に合わせた５つの政

策分野を設定するとともに、政策分野ごとの 5 年後の基本目標を次のように設定

します。 

 

① 安定した雇用を創出する 

基本目標：雇用創出数を増やす 

         新卒者の地元就職率を高める 

 

② 久留米市への新しい人の流れをつくる 

基本目標：大都市圏からの転入者数を増やす 

年間観光入込客を増やす 

 

③ 若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる 

        基本目標：久留米市で子どもを産み育てたいと思う市民の率を高める 

 

④ 安心な暮らしを守る 

    基本目標：住み続けたいと思う市民の率を高める 

 

⑤ 広域拠点の役割を果たす 

        基本目標：昼夜間人口比率を維持する 
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５ 施策の基本的方向と主な事業、客観的な指標 

基本目標を達成するために、取り組む施策の基本的方向と主な事業、及びその

重要業績評価指標(KPI)を次のとおり設定します。 

重要業績評価指標（KPI）：Key Performance Indicator の略称 

事業ごとの進捗状況を検証するために設定する指標 

(１)安定した雇用を創出する 

《基本的方向》 

○久留米市の強みを活かした産業の集積と新産業の創出 

久留米市の地域特性や潜在力を活かしながら、地域への経済波及効果の

高い産業の誘致をはじめとする企業の立地促進に取り組み、地域経済を支

える産業の集積を進めます。また、創業や新製品・新技術の開発等への支

援に産学官金連携で取り組みます。 

○職業として選択できる魅力ある農業の実現 

基幹的な担い手等の育成・確保や生産性の優れた営農を可能とする環境

整備、競争力のある産地づくりやブランド化、６次産業化による販売力の

強化などに取り組み、若者にとっても魅力ある農業の実現を図ります。ま

た、大学や研究機関等との共同事業や地域独自の先駆的な取り組み、学術

研究機関と連携した農学系の人材育成機能の強化などに取り組みます。 

○地場企業の振興と人材の確保 

地場企業の経営基盤の強化や地場産品の高付加価値化、伝統産業の振興

などを推進します。また、雇用環境の改善等に向けた取り組みを進めると

ともに、求職者のニーズに合わせた情報提供や求人企業とのマッチングな

どの就労支援に取り組みます。 

 

《主な事業と重要業績評価指標（KPI）》 

○久留米市の強みを活かした産業の集積と新産業の創出 

①企業誘致推進事業 

平成 27 年度から拡充する産業振興奨励金を活用し中心市街地等へのオ

フィス誘致に取り組むとともに、産業団地への企業誘致を推進します。 

・ 中心市街地等へのオフィス誘致のための産業振興奨励金制度の拡充 

・ 自動車関連産業参入促進交流会の開催 

KPI： 5 年間の中心市街地等へのオフィス誘致件数、新規雇用者数 
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平成 31年度の藤光産業団地の立地率、新規雇用者数 

 

②新産業団地整備事業 

地域経済を支える産業の集積を進め雇用創出を図るため、新たな産業団

地の整備に取り組みます。 

・ 企業誘致の受け皿となる新産業団地の整備 

KPI： 新産業団地の事業進捗状況 

 

③バイオ産業振興事業 

国内トップクラスのバイオクラスター形成を目指して、福岡県と連携し

た福岡バイオバレープロジェクトにおいて、医療分野や食品分野に焦点を

あて、関連産業の一層の成長・集積を促進します。 

・ 食品コーディネーターの配置による中小食品加工業者のバイオ産業へ

の新規参入の促進 

KPI： 5 年間のバイオ関連企業立地数、新規雇用者数 

 

④新産業・新技術支援事業 

ゴム、自動車、バイオ、医療、食品、農業などの蓄積のある分野・素材

や今後の成長が見込まれる分野を中心に、産学官金の連携の下、新産業や

新技術、新事業の開発促進・育成を推進します。 

・ 課題解決型産業への新規進出や商品開発促進のためのセミナー開催 

・ テクニカルコーディネーターによる産学官金連携の研究開発への支援 

KPI： 5 年間の製品開発支援件数 

 

⑤学術研究都市推進事業 

さらなる産業集積や人材育成を目指し、市内高等教育機関や試験研究機

関等の機能充実・連携強化を促すとともに、医療や農業分野などについて

政府関係機関の誘致提案などに取り組みます。 

・ 政府関係の研究機関等の誘致 

KPI： 大学・研究機関等の従業者増加数 
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○職業として選択できる魅力ある農業の実現 

① 担い手経営力強化事業 

基幹的な担い手の安定的な経営の確立を図るため、「経営力強化・向上」

に着目した各種支援策を実施します。 

・ 法人化を目指す集落営農組織の基盤強化支援 

・ 土地利用型農業を営む集落営農法人等が行う、園芸作物導入に対す

る支援 

KPI： 5 年間の集落営農法人設立数 

 

②青年・女性農業者育成事業 

青年・女性農業者の確保や人材育成を図るため、就農前から就農時、就

農後までの一貫した支援を行います。 

・ 青年就農給付金受給者を対象とした技術習得等への支援 

・ 女性農業者、認定農業者等への経営力向上のための各種研修等の実

施 

KPI： 5 年間の新規就農者数 

 

③久留米産農産物の販売力強化事業 

農産物のブランド化や輸出促進、6 次産業化や農商工連携などを推進す

ることで、久留米産農産物の販売力強化を図ります。 

・ ロゴマーク「キラリ久留米」を活用した情報発信や包装資材等導入支援 

・ リーフレタスなど特定品目による久留米ブランド農産物の育成 

・ 農業団体等が行う輸出の取り組みに対する支援 

・ 6 次産業化による商品開発等への支援、農商工連携見本市の開催 

KPI： 平成 31 年度の市民の久留米ブランド農産物の認知度 

 

④新農業政策構築事業 

久留米市の農業振興における課題解決を図るため、大学や研究機関等と

の共同や地域独自の先駆的な取り組みを実施します。また、学術研究機関

と連携した農学系の人材育成機能の強化を図ります。 

･ 九州大学大学院農学研究院との連携事業の実施 

KPI： 5 年間の大学等との連携事業・先駆的取り組み件数 
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○地場企業の振興と人材の確保 

①創業支援事業 

地域経済の活性化を図るため、インキュベーション機能を整備するとと

もに、関係機関のネットワーク体制構築による総合的な支援を行います。 

・ 街なかインキュベーション機能の整備と進出企業の育成の実施 

・ 創業支援ネットワーク体制の構築によるワンストップ窓口の充実 

・ 商工会議所と連携した創業塾の開催 

・ 中小企業の新規開業資金への支援の実施 

KPI： 5 年間の創業支援件数 

 

②地場企業育成事業 

地場企業が取り組む商品開発や販路拡大の活動を支援し、地域経済の活

性化を図ります。 

・ 商談機会確保のための広域商談会やビジネスセミナーの充実 

KPI： 5 年間の商談会への参加企業数 

 

③地域商業支援事業 

地域経済の活性化を支援するため、空き店舗に対する改装費等の助成や

市域内の消費の喚起を図るための取り組みを行います。 

・ 地域商業空き店舗対策への支援 

・ プレミアム付商品券等の発行支援 

KPI： 5 年間の空き店舗等への新規出店に対する助成支援件数 

 

④伝統産業支援事業 

伝統産業の情報発信、デザイン開発、後継者の確保・育成など伝統産業

の継承及び発展成長を支援します。 

・ ビッグデータ等の活用による消費動向等の調査実施 

・ 伝統産業の商品開発、デザイン開発の支援 

KPI： 5 年間の伝統産業の商品・デザイン開発支援件数 

 

⑤海外ビジネス展開促進事業 

海外ビジネスコーディネーターや、海外見本市出展の補助制度の活用な
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どによる海外ビジネス展開を促進します。 

・ 海外見本市等への出展補助の拡充 

・ 海外ビジネスコーディネーターの活用による販路拡大 

KPI： 5 年間の海外見本市等出展への支援件数 

 

⑥環境関連産業支援事業 

環境・エネルギー関連産業の振興のため、事業者への支援や、関連産業

の裾野の拡大に取り組みます。 

・ 専門家によるセミナーや相談会の開催 

KPI： 環境関連産業支援セミナー開催数 

 

⑦行政データ利用促進事業 

市が公開するオープンデータを活用し、地場企業などが、新たなビジネ

ス又はサービスの創出を行うことで、地場企業活性化の振興を図ります。 

・ 公開オープンデータの拡充 

・ 地場企業等のオープンデータ活用への支援 

KPI： 5 年間のオープンデータダウンロード件数 

 

⑧地元就職推進事業 

経済団体や大学等と連携し、学生等の若年求職者と地元企業とのマッチ

ングに取り組むとともに、地元中小企業の魅力発信に取り組みます。 

・ 大学等と連携した合同会社説明会の充実 

・ 企業訪問体制の強化によるインターンシップ制度の普及促進 

・ 地元中小企業情報誌の発行 

KPI： 5 年間の九州インターンシップ協議会登録企業数 

 

⑨高齢者の現役活躍支援事業 

就労意欲が高い高齢者に対して就職支援を行うとともに、高齢者が経験

や技能、知識を存分に活かすことができる機会を増やします。 

・ 70 歳現役セミナーの開催 

KPI： 5 年間のセミナー受講者数 
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(2)久留米市への新しいひとの流れをつくる 

《基本的方向》 

○大都市圏からの移住の促進 

地域の特性や潜在力をさらに磨くとともに、対象に合わせた戦略的かつ

効果的なプロモーションを推進し、大都市圏からの移住の促進を図ります。 

○久留米とんこつ戦略の推進 

市内全域に広がる個性的で豊富な地域資源を活かし、久留米特有の魅力

として磨き上げ、全国はもとより海外からの誘客を進めます。また、地域

への経済波及効果の高い MICE(マイス)の積極的な誘致に取り組みます。 

○市民が主役の楽しい文化芸術都市の推進 

市民が上質で多様な文化芸術を鑑賞する機会や自ら活動・発表する場を

充実するとともに、市内の様々な場所で身近に文化芸術に触れることので

きる環境づくりに取り組みます。 

 

《主な事業と重要業績評価指標（KPI）》 

○大都市圏からの移住の促進 

①定住誘導推進事業 

全国移住促進センターと連携しながら、本市の魅力・住みやすさなどの

情報を市内外に発信するとともに、若年層や子育て世代をメインターゲッ

トに効果的な定住誘導策に取り組みます。また、地域おこし協力隊を活用

した地域資源の発掘及び情報の発信等による移住･定住の促進を図ります。 

・ 転入ファミリーへの住宅取得補助の拡充 

・ 福岡都市圏等への新幹線等の通勤定期利用支援の実施 

・ 地域おこし協力隊を活用した都市圏への地域情報の発信 

KPI： 5 年間の通勤定期助成件数、住宅取得助成件数 

 

②くるめの魅力発信事業 

福岡都市圏や首都圏等に向け、本市の特長的な魅力を様々なパブリシテ

ィを活用して効果的に発信します。 

・ くるめふるさと大使制度の充実 

・ 学生等との協働によるプロモーションの実施 

・ 発信力の高い民間企業と連携したプロモーションの実施 
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KPI： マスコミ取上げの増加件数 

 

 

○久留米とんこつ戦略の推進 

①地域密着観光事業 

市民や関係団体と協働し、地域資源を磨き上げ、観光客を呼び込むなど、

地域経済の活性化を図るため、地域資源を活用した地域密着観光に取り組

みます。 

・ すいすい自転車サイクルツーリズムの推進 

・ 耳納北麓エリア周遊ツーリズムの推進 

・ 地域密着観光セミナーの開催 

・ 地域おこし協力隊の活用による地域の活性化 

KPI： 5 年間のサイクルイベント等の参加者数 

 

②みどりの里地域活性化事業 

農村地域の活性化を図るため、みどりの里・耳納風景街道エリアにおい

て、地域資源を活用した地域主体の体験交流イベント支援などを行います。 

・ 体験交流イベントの実施など地域と連携した散策ルートの魅力づくり 

・ 農家レストラン、民泊施設等の設置支援検討 

・ 久留米つばきフェアの開催 

KPI： 平成 31 年度の耳納北麓エリア交流人口 

 

③インバウンド推進事業 

地域資源を活用した体験交流型観光を海外に情報発信するとともに、外

国人旅行者の受入環境の強化に取り組みます。 

・ フルーツ狩りや酒蔵見学等の体験交流型観光の推進 

・ 留学生を活用した観光サポート体制の整備 

KPI： 5 年間の外国人観光客数 

 

④MICE 誘致推進事業 

本市の特色を活かした医学系や工学系の分野を重点に、MICE の誘致を推

進します。また、平成 30 年供用開始予定の久留米スポーツセンター内の
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総合的な体育施設や東京オリンピック・パラリンピック開催等を見据えた

スポーツ大会やキャンプ地誘致を推進します。 

・ アフターコンベンション商品([仮称]くるくるチケット)の造成 

・ ワンストップサービス支援体制の構築 

KPI： 5 年間の MICE 開催支援件数 

 

⑤くるめシンボルロード Wi-Fi 環境構築事業 

来街者が、無料で手軽にインターネットを利用できる環境の整備を行う

ことで、利便性や回遊性の向上を図り、観光誘客、地域活性化への展開を

目指します 

・ Wi-Fi 環境の構築 

KPI： 平成 31 年度に公共無線 LAN にアクセスした件数 

 

 

○市民が主役の楽しい文化芸術都市 

①久留米シティプラザ文化にぎわい創造事業の推進 

平成 28 年春開館予定の久留米シティプラザを活用し、本市の特色を活

かした公演等の企画・実施により、市民の文化芸術鑑賞機会等の充実を図

るとともに、六角堂広場を中心とした広域的な交流を促進し、街なかの求

心力と賑わいを高めます。 

・ 本市の特色を活かした公演、六角堂広場を中心にしたイベント等の自主

事業の企画・実施 

・ 出前公演等の先行実施や情報紙・ホームページ等による情報発信 

KPI： 平成 31 年度の久留米シティプラザ来館者数 

 

②石橋美術館事業 

(公財)石橋財団から久留米市への運営移行を円滑に進めるとともに、新

たなビジョン・コンセプト〔とき･ひと･美をむすぶ美術館〕に基づくさら

なる魅力向上を図ります。 

・ 独自コレクションのための美術作品等収集 

・ 美術館利用促進のための転入者等への入場料助成 

・ ミュージアムコンサートの開催 
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KPI： 平成 31 年度の石橋美術館入館者数 

 

③音楽によるまちづくり推進事業 

音楽の持つ力によって、人とまちを元気にするため、音楽イベントや音

楽アーティストの育成・支援などの取り組みを展開します。 

            ・ くるめ街かど音楽祭、くるめライブチャレンジの開催 

KPI： 平成 31 年度の「くるめ街かど音楽祭」来客数 

 

④歴史ルートづくり事業 

高良山と耳納北麓エリアにおける交流人口の増加を目指し、魅力ある地

域資源を活用した歴史ルートを設定するとともに、歴史遺産等の環境整備

事業を行います。 

・ 数多くの歴史遺産を固有のテーマやストーリーでつないだ歴史ルートの

設定 

・ 重要文化財高良大社の保存・修理等 

KPI： 5 年間の歴史ルート設定数 
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(3)若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる 

《基本的方向》 

○男女共同参画社会づくりの推進 

男女が個性や能力に応じてあらゆる分野で活躍できる男女共同参画社会

の実現に向けて、男女共同参画の意識づくりや、固定的性別役割分担意識

の解消を図るための教育・啓発を進めます。また、男女が共に仕事と家庭、

子育て、地域活動などを両立できるワーク・ライフ・バランスの実現に向

けた取り組みを推進します。 

○結婚・妊娠・出産・子育て支援と教育の充実 

若い世代が希望どおりに結婚し子どもが持てるように、結婚から子育て

に至るまで切れ目のない一貫した支援を充実するとともに、子どもや子育

てを地域全体で見守り、支援する環境づくりを進めます。また、「生きる力」

を持ち、自立した一人の人間として次代を担う子どもたちを育成するため、

社会環境の変化や様々な教育課題に的確に対応した取り組みを進めます。 

 

《主な事業と重要業績評価指標（KPI）》 

○男女共同参画社会づくりの推進 

①男女共同参画行動計画の総合的推進事業 

第３次久留米市男女共同参画行動計画第２期実施計画を策定し、男女

共同参画の意識づくりに向けた取り組みなどを計画的、効果的に推進し

ます。 

・ 第 2期実施計画の策定および施策の全庁的な進捗管理 

KPI： 平成 31 年度の「男は仕事、女は家庭」という考え方に同感しない人の割合

 

②女性活躍促進事業 

女性が経済的、社会的に自立し、希望する分野で活躍できるように、女

性の就業継続、地域活動の意思決定の場への参画の促進についての啓発や、

若い世代における男女平等意識の醸成などに取り組みます。 

・ 女性のための就業継続講座の開催 

・ 地域における人材育成講座の開催 

・ 次世代男女共同参画講座の実施 

KPI： 5 年間の講座等の受講者数 
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③女性の就労環境整備事業 

国県や経済団体、企業等との連携を深め、仕事と子育ての両立や女性の

活躍推進のための働きやすい職場環境の整備を図るとともに、企業訪問体

制を充実し、周知・啓発等に取り組みます。 

・ 企業訪問体制の強化による仕事と子育ての両立支援等の周知・啓発 

・ 女性の再チャレンジ就職応援セミナーの開催 

KPI： ５年間の企業訪問件数、セミナー受講者数 

 

 

○結婚・妊娠・出産・子育て支援と教育の充実 

①結婚から子育てまで切れ目のない支援事業 

結婚・妊娠・出産・子育てについて、希望や状況に応じた選択ができる

よう、切れ目のない支援を行います。また、久留米広域市町村圏事務組合

が行う婚活サポート事業などの広域的な取り組みの充実を図ります。 

・ 若者世代が将来設計を考える機会の提供 

・ ライフステージに応じた必要な情報提供 

・ 婚活バスツアー＆パーティーの充実 

KPI： 5 年間の事業参加者数 

 

②若年者雇用安定促進事業 

若年者の雇用安定のため、キャリアコンサルタントを活用した就職支援

を継続するとともに、求職者と企業とのミスマッチ解消に取り組みます。 

・ キャリアコンサルタントの活用による若年求職者への就職支援の充実 

・ 企業訪問体制の強化によるインターンシップ制度の普及促進 

KPI： 5 年間の企業訪問件数 

 

③子ども総合相談事業 

子育て世代の不安等に対応するため、継続的な相談支援や必要なサービ

スのコーディネーターなどを行う、子ども・子育て支援の総合相談窓口を

設置します。 

・ 子ども・子育て支援総合相談窓口の設置 

KPI： 31 年度の子ども・子育て支援総合相談窓口設置件数 
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④待機児童解消事業 

就学前の子どもの保育を必要とする保護者が安心して子どもを預ける

ことができるように、施設整備や保育士の人材確保など多面的な取り組み

を行います。 

・ 私立保育所・認定こども園の定員増のための整備への支援 

・ 保育士・保育所支援センターによる保育士の紹介・斡旋の実施 

KPI： 平成 31 年４月１日時点の待機児童数 

 

⑤保育所給食充実事業 

乳幼児期から食を育む力の基礎を培うために、保育所などにおける給食

を充実させる取り組みを行います。 

・ 保育所などにおける完全給食の実施 

KPI： 31 年度の保育所・認定こども園での完全給食実施率 

 

⑥学童保育所整備推進事業 

放課後等に家庭での養育を受けられない児童のため、学校と連携した学

童保育の環境整備を進めます。 

・ 教室等を活用した高学年児童の受入拡大 

・ 放課後児童支援員の資質向上のための研修の実施 

KPI： 5 年間の児童クラブ増加数 

 

⑦子ども発達支援事業 

発達面で支援が必要な子どもに対し、乳幼児期から就学後まで一貫した

支援を行う子ども発達支援センター機能の整備や支援が必要な乳幼児、児

童を早期の療育や特別支援教育につなげる取り組みを進めます。 

・ 出前型の訪問療育事業の実施 

・ 保育所等への巡回相談の実施 

・ 特別支援教育の充実に向けた体制強化 

・ 子ども発達支援センター機能の整備 

KPI： 平成 31 年度の発達支援事業の利用者数 
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⑧くるめ学力アップ推進事業 

全国学力・学習状況調査の全教科・区分で全国平均以上の正答率の早期

達成を目指し、学力向上に向けた総合的な取り組みを進めます。 

・ 小学校での少人数事業の実施 

・ 全中学校への学力向上コーディネーター配置 

・ 中学生を対象にした「くるめっこ塾」の設置 

KPI： 平成 31 年度の全国学力・学習状況調査の正答率 

 

⑨コミュニティー・スクール（久留米版）推進事業 

｢開かれた学校づくり｣に向け、全小中学校で地域学校協議会を中心とし

た家庭・地域及び学校との協働による教育活動の充実・強化に取組みます。 

・教育課題に対する活動への支援 

KPI： 平成 31 年度の教育課題の解消に向けた活動を実践する学校数 

 

⑩くるめ学子どもサミット事業 

子どもたちの郷土に対する誇りや愛着を育むため、久留米の自然や産業、

祭り、歴史、郷土の先人などを学ぶ「くるめ学｣の学習成果を発表する「く

るめ学子どもサミット」を開催します。 

・ くるめ学子どもサミットの開催 

KPI： 5 年間のサミット参加者数 

 

⑪不登校対策総合推進事業 

不登校児童生徒の割合を早期に全国平均以下にするため、課題のある

児童生徒に対する早期からの支援や段階的な教室復帰に向けた支援を行

います。 

・ 小学校への生徒指導サポーターの配置 

・ 中学校での校内適応指導教室の配置 

KPI： 平成 31 年度の不登校児童生徒の割合 

 

⑫いじめ対策推進事業 

いじめを生まない教育活動の推進、いじめの早期発見の取組の充実、

早期対応と継続的指導の充実、地域・家庭との積極的連携を図りながら
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いじめ防止の取組を進めます。 

・ スクールカウンセラーの配置 

・ いじめ問題対策連絡協議会の設置 

KPI： 平成 31 年度のいじめ解消率 
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(4)安心な暮らしを守る 

《基本的方向》 

○ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 

市街地の拡散的拡大を抑制しながら、中心拠点と地域の生活拠点などが

相互に機能を補完し合う、ネットワーク型のコンパクトな都市づくりを進

めます。また、公共施設の適切な保有・管理に取り組みます。 

○健康で安心して暮らせるまちづくり 

市民一人ひとりが主体的に健康の保持・増進に取り組む意識づくりや、

地域ぐるみで個人の健康づくりを支える仕組みづくりを進めます。また、

国際認証であるセーフコミュニティの理念を広く普及・定着させ、市民、

関係団体、行政などが協働してあらゆる分野で予防活動に取り組み、安全

で安心なまちづくりを推進します。 

 

《主な事業と重要業績評価指標（KPI）》 

○ネットワーク型のコンパクトな都市づくり 

①中心拠点・地域生活拠点整備事業 

平成 28 年度に策定する立地適正化計画に基づき、広域的な高次都市機

能や都市型住宅の中心拠点への集積や日常生活に必要な機能の地域生活

拠点への集積を誘導する取り組みを進めます。 

・ 誘導策の検討、実施 

・ 市営住宅跡地の戦略的な活用 

KPI： 平成 29 年度以降の 3年間の誘導策の実施件数 

 

②中心市街地再整備事業 

平成 27 年度に中心市街地地区都市再生プランを策定し、広域的で高度

な都市機能の集積やまちなか居住の推進のため、中心市街地再整備の取

り組みを進めます。 

・ 銀座地区、新世界地区での優良建築物等整備事業の支援 

・ ＪＲ久留米駅前第二街区再開発事業の支援 

KPI： 銀座地区、新世界地区での優良建築物等整備事業の整備率 
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③まちなか賑わい創出事業 

 公共施設の再配置や空き店舗の解消に向けた取り組みを推進するとと

もに、学生のアイデアと活力を活かした主体的な賑わいづくりへの支援を

行います。 

・ 学生まちなか賑わいコンペ事業の実施 

・ まちなか地域物産店の整備 

KPI： 5 年間の学生まちなか賑わいコンペ事業の応募件数 

 

④買い物弱者対策事業 

地域の住民や商業者と連携して検討を進め、地域の商工会等が取り組む

買い物弱者対策への支援を行います。 

・ 地域商工会が取り組むｶﾞｲﾄﾞ作成のための支援 

・ 地域の商工会等が行う買い物弱者のための宅配事業等への支援 

KPI： 平成 31 年度の宅配や送迎など買い物弱者対策支援を行う商業者数 

 

⑤住生活推進事業 

住宅の質の向上のためリフォーム助成などを行います。また、地域コ

ミュニティの維持や既存ストックの有効活用を図るため、空き家活用リ

フォーム助成や空き家バンクの実施などに取り組みます。 

・ 空き家活用リフォーム助成の実施 

・ 空き家バンクの実施 

・ 外壁改修工事などのリフォーム助成の実施 

KPI： 5 年間の空き家活用リフォーム助成件数、空き家バンクの登録件数 

 

⑥公共交通利用促進事業 

公共交通の利便性の向上、交通結節機能の強化や利用促進などに交通

事業者と連携して取り組みます。また、JR 久大本線の新駅の早期の整備

着手に向けて支援に取り組みます。 

・ JR 久大本線の新駅の整備促進 

・ 路線バス社会実験の実施 

・ 既存バス路線の活性化に向けた取り組みの実施 

KPI： 平成 31 年度の公共交通機関利用者数 
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⑦生活支援交通整備事業 

地域生活拠点とその周辺において、生活交通検討組織の立上げや運営を

支援し、地域と協働して生活支援交通の導入に取り組みます。 

・ 地域の検討組織の立上げや運営の支援 

・ 生活支援交通（よりみちバスなど）の導入 

KPI： 5 年間の生活支援交通（よりみちバス）導入地域数 

 

⑧幹線道路整備事業 

将来的な幹線道路網を検討するとともに、新規路線の事業化に向け、

国や県と調整・協議し、効率的･効果的な整備を推進します。 

また、市内交通の円滑化のため、都市の骨格を形成する環状道路を整

備し、交通ネットワークを形成します。 

・ 幹線道路網の検討と国・県への整備要望 

・ 中環状道路（合川町津福今町線）の整備 

・ 内環状道路（東櫛原町本町線）の整備 

KPI： 平成 31 年度の環状道路（中環状・内環状）の整備率 

 

⑨自転車利用促進事業 

自転車で楽しみながら快適に移動できる環境を整備するため、くるめシ

ンボルロードにおいて自転車走行空間を整備するとともに、自転車利用者

数を増加させるため、普及啓発・利用促進に取り組みます。 

・ サイクルマップの作成やサイクルイベントの開催 

・ 自転車走行空間の整備 

KPI： 平成 31 年度の「週 1回」以上自転車を利用する人の割合 

 

⑩コミュニティサイクル利用促進事業 

中心市街地などにおいてコミュニティサイクルを運営し、自転車で快適

に効率よく移動できる環境整備に取り組むとともに、普及啓発･利用促進

に取り組みます。 

・コミュニティサイクルの運営やサイクルポートの増設 

KPI： 平成 31 年度のコミュニティサイクル利用者数 
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⑪新エネルギー政策推進事業 

再生可能エネルギーやエネルギー利用効率が高い設備等の導入を促進

します。また、産学官連携により新たなエネルギー政策を推進するための

効果的な取り組みを研究します。 

・ エネファームの普及に向けた助成制度の創設 

・ 新エネルギー導入に向けた研究 

KPI： 平成 31 年度のエネファーム普及率 

 

⑫公共施設の総合的・計画的な管理推進事業 

公共施設の老朽化対策として、全ての公共施設を対象とする総合的な管

理計画を策定し、ハード、ソフトの両面から、様々な手法により公共施設

にかかる経費の削減に取り組みます。 

・公共施設の総合的かつ計画的な管理に関する計画の策定 

・施設の有効活用、複合化、長寿命化等の検討、実施 

KPI： 平成 31 年度の公共施設総面積 

 

 

○健康で安心して暮らせるまちづくり 

①健康のびのびプロジェクト事業 

日常生活において気軽に取り組むことのできる身体活動や運動の普

及・啓発を行うとともに、健診受診率の向上を図り、市民の健康増進に向

けた取り組みを支援します。 

・ コールセンター設置による健診の予約受付・受診勧奨の実施 

・ ラジオ体操の指導者養成や学校・事業所等への講師派遣の実施 

・ 校区ウォーキングへの支援やウォーキングマップの普及・啓発 

・ 校区のスポーツ推進委員と連携した運動プログラムの開発・実施 

KPI： 平成 31 年度のがん検診等の受診率増加割合 

 

②セーフコミュニティ推進事業 

「セーフコミュニティ」の理念のさらなる浸透とその実践に取り組む地

域や団体を拡大するため、活動事例や効果などに関する広報・啓発に取り

組みます。 
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・ セーフコミュニティフェスタの開催 

・ 活動事例を紹介するケーブルテレビ番組の放送や DVD の作成 

KPI： 平成 31 年度の市民のセーフコミュニティの認知度 

 

③地域の体感治安向上事業 

犯罪のない安全で住み良いまちをつくるために、市民、警察、行政等の

連携による地域に密着した防犯活動を推進し、また、犯罪のおきにくい環

境の整備を進めます。 

・ 校区への青色回転灯パトカーの配備や安全安心マップの作成 

・ 公共空間等への街頭防犯カメラの設置 

・ 防犯灯設置の充実 

KPI： 平成 31 年度の安全安心を感じる市民の割合 

 

④学校周辺安全対策事業 

小学校周辺の通学路の安全対策、歩行空間の確保に重点的に取り組み、

子どもの通学時における安全の確保や交通事故対策を進めます。 

・ 通学路カラー舗装、通学路合同点検、ゾーン３０の実施 

・ 通学路の歩道の新設 

KPI： 5 年間の通学路カラー舗装等の実施校区数 

 

⑤DV・性暴力対策推進事業 

DV・性暴力防止のための啓発に取り組むとともに、県、医療機関、警察、

弁護士、関係機関・団体と連携して総合的な相談支援を行います。 

・ 被害者の立場に立った相談支援体制の充実 

・ 支援者養成のための講座の開催 

KPI： 平成 31 年度の DV を受けた人のうち相談した人の割合 

 

⑥防災対策強化事業 

防災意識や地域防災力の向上、災害情報の収集・発信機能の強化、避難

所支援機能の強化などに取り組みます。 

・ 校区での自主防災組織の結成、地域防災リーダーの育成 

・ 防災研修・訓練の実施 

 21 



KPI： 5 年間の防災研修・訓練の参加者数 

 

⑦市街地浸水対策事業 

雨水貯留施設や水路などの整備を行うとともに、内水ハザードマップの

作成などにより自助・共助による浸水対策に取り組みます。 

・ 東櫛原、宮ノ陣地区などでの雨水貯留施設等の整備 

・ 内水ハザードマップの作成 

KPI： 5 年間の雨水貯留施設等の整備箇所数 
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(5)広域拠点の役割を果たす 

《基本的方向》 

○久留米広域連携中枢都市圏の形成 

今後の人口減少・少子高齢化の進行に対応し、持続可能な圏域づくりを進

めるため、近隣市町との連携により、地域の実情に応じた地域間連携施策を

推進します。 

 

《主な事業と重要業績評価指標（KPI）》 

○久留米広域連携中枢都市圏の形成 

①高次都市機能の集積・強化と広域的活用 

久留米シティプラザ、県立総合スポーツセンターなどの MICE 施

設を圏域全体で活用するとともに、全国トップクラスの医療資源を

活かして、圏域の救急医療環境の充実を図ります。また、首都圏で

圏域の情報受発信の拠点を整備します。 

・ 首都圏における情報受発信と首都圏からの移住促進に向けた拠点設置

の検討 

・ 賑わいづくりと文化・芸術の拠点づくり 

・ 高度な医療サービスの提供 

・ 広域的な地域医療の連携やドクターカーの運行 

KPI： 平成 31 年度の連携事業数、連携事業規模 

 

②圏域の経済成長の促進 

圏域内の地場企業を支援して、生産量の拡大等を図るとともに、

地域資源を活かした企業誘致に取組み、新たな雇用を創出します。

また、圏域の基幹産業である農林業を支援して、六次産業化や経営

規模の拡大を図り、雇用拡大につなげます。 

・ 強い「ものづくり」の力を活かした成長産業の育成 

・ 基幹産業である農業の活性化 

・ 戦略的なＭＩＣＥ誘致と観光政策の推進 

KPI： 平成 31 年度の連携事業数、連携事業規模 
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③圏域全体の生活関連機能のサービスの向上 

子育て世代や高齢者が安心して快適に暮らせる環境を圏域一体

で整備し、圏域の定住・移住を促進します。 

・ 生活機能の強化充実（子育て支援の充実など） 

・ 結びつきやネットワークの強化充実（よりみちバスなどの生活支援交通の

圏域での確保など） 

・ 圏域マネージメント能力の強化充実（職員の資質向上、地域おこし協力

隊の活用）  

KPI： 平成 31 年度の連携事業数、連携事業規模 
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６ 総合戦略の推進にあたって 

（１）全庁体制による総合的・横断的な施策の推進   

久留米市では、国のまち･ひと･しごと創生法の制定に対応し、人口問題対策

を軸とする施策の全庁的推進を図るため、「久留米市まち･ひと･しごと創生本

部」を設置しています。この全庁的な本部体制のもと、既存の行政分野にとら

われることなく、実効性の観点から総合的・横断的な施策の推進を図ってまい

ります。 

 

（２）国・県との連携の推進と制度の積極的な活用 

総合戦略の目標を実現するため、福岡県の総合戦略と継続的かつ綿密な連携

をとるとともに、「地方創生特区」などの国の地方創生の柱となる各種制度を

積極的に活用し、効率的かつ円滑な事業の推進を図ってまいります。 

 

（3）関係者と連携した取り組みの推進 

総合戦略の効果検証及び推進については、外部からの意見を取り入れた第 3

次基本計画の進行管理システムである政策評価制度の枠組みの中で行います。 

また、具体的な取り組みの推進にあたっては、関係部局が設置している協議

会等の再編などにより、産官学金労等が連携する推進組織の設置を検討し、関

係部と関係者との意見交換、連携の強化を図ってまいります。 

 

 


